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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

（注）平成25年3月期第1四半期は四半期連結財務諸表を作成していないため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 53 ― △58 ― △54 ― △54 ―
25年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 △52百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 △1,107.35 ―
25年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 755 699 92.6 14,216.77
25年3月期 804 751 93.5 15,280.18
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  699百万円 25年3月期  751百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
平成26年3月期の連結業績予想につきましては、本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。なお、平成25年3月期第2四半期は四半期
連結財務諸表を作成していないため、第2四半期(累計)の対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 125 ― △108 ― △104 ― △105 ― △2,134.75
通期 375 100.2 △155 ― △148 ― △150 ― △3,049.65



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、
今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信【添付資料】２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 49,187 株 25年3月期 49,187 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 1 株 25年3月期 1 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 49,186 株 25年3月期1Q 47,779 株



   

   

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………………  2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………………  2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 ……………………………………………………………………………  3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………………………  3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………………  3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………………………  3

３．継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………………………………  3

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………  6

四半期連結損益計算書    

第１四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  6

四半期連結包括利益計算書    

第１四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………  8

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………………………  8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………………………  8

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………………………  9

㈱リアルビジョン（6786） 平成26年3月期 第1四半期決算短信

- 1 -



（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の経済政策への期待から、円高の是正や株価の上昇が

進行するとともに、輸出関連企業を中心に収益が改善する等、景気は回復基調で推移いたしました。しかしなが

ら、中国をはじめとする新興国経済の減速や欧州経済の停滞等、依然として不透明な状況が残されております。 

このような状況下、当社グループ（当社及び連結子会社）の当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高53,127

千円、営業損失58,505千円、経常損失54,183千円、四半期純損失54,466千円となりました。 

なお、前第１四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同期比の記載はしておりませ

ん。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。  

 1）グラフィックス関連事業 

産業用グラフィックス事業は、航空管制向けにグラフィックスボードの販売をするとともに、前連結会計年度第３

四半期より販売を開始した当社独自技術のFVT（注）を搭載した新製品の販売を推進いたしました。また、医療事業

の拡大を図る国際的な大手優良メーカーとの共同開発を前期より継続して進めました。 

この結果、売上高24,696千円、セグメント利益14,010千円となりました。  

  

2)組込ソリューション関連事業 

前連結会計年度第３四半期に連結子会社化した株式会社ソアーシステム（以下、「ソアー社」）により、プリン

タ、通信機器等の組込システム、各種業務システム、健診システム等の受託開発、ポータルWEBサイト構築、サーバ

ー環境設計/構築/運用/保守、簡易外観検査装置の開発などを行いました。 

この結果、売上高28,431千円、セグメント損失29,908千円となりました。  

  

3)部材関連事業 

当第１四半期連結累計期間において、当該事業の取引はありませんでした。 

  

 （注）FVT(ファインビューテクノロジー） 

  当社が独自開発した、デジタル医用画像を汎用モニタ上で実現するための技術。DICOMキャリブレーションや、輝

度均一化制御、モニタ管理機能等を汎用モニタで実現することができる。 

      

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度期末と比較し49,107千円減少し、755,081千円とな

りました。資産の内訳は、流動資産が517,500千円（前連結会計年度末比41,166千円減）、固定資産が237,581千円

（同7,940千円減）であります。流動資産の主な減少要因は、現金及び預金が26,435千円、受取手形及び売掛金が

24,139千円減少したこと等であります。また、固定資産の主な減少要因は、ソアー社株式取得に係るのれんの償却

9,109千円等によるものであります。 

（負債） 

 当第１四半期連結会計期間末における負債は、賞与引当金が6,311千円減少したものの、関係会社短期借入金9,800

千円等により、前連結会計年度末と比較し3,197千円増加し、55,815千円となりました。 

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は、当四半期純損失54,466千円等により、前連結会計年度末と比較し

52,304千円減少し、699,266千円となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、平成26年3月期の業績予想につきましては、当社は、

兼ねてから継続していた赤字体質からの脱却を目的として、当社グループ全体の事業再編を行うべく、既存事業の見

直し及び新規事業分野への進出を検討を行っており、合理的な算定が困難であることから未定としておりましたが、

最近の状況及び業績の動向を踏まえ、業績予想を修正いたしました。 

「グラフィックス関連事業」の産業用グラフィックス事業については、医療事業の拡大を図る国際的な大手優良メ

ーカーと引き続き共同開発を行うと共に、当社独自技術のFVTを搭載した新製品のOEM販売等による国内の医用画像シ

ステム販売の拡大等により、通期売上高は75百万円を見込んでおります。 

「組込ソリューション関連事業」については、医療系、アミューズメント系、出版系を中心としたITソリューショ

ン分野及びプリンタ、通信装置等の組込システムの分野での販売拡大、さらに、オーダーメイドの検査装置開発販売

１．当四半期決算に関する定性的情報
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の拡大等により、売上は通期売上高は300百万円を見込んでおります。 

以上、組込ソリューション関連事業の売上高が通期に寄与することから、通期売上高は375百万円と大幅な増収と

なる見込みですが、販売費及び一般管理費、のれん償却費等の費用の吸収に至らず、営業損失155百万円、経常損失

148百万円、当期純損失150百万円を見込んでおります。 

なお、新規事業分野への進出については、事業化に向けた検討を引続き実施中であり、開示が可能となった時点

で、速やかに開示いたします。  

    

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。  

     

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

     

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

     

当社グループは、平成14年3月期より前連結会計年度まで継続して当期純損失を計上し、当第１四半期連結累計期

間においても四半期純損失54,466千円を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状

況が存在しております。 

当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の施策を実行し、収益の改善に取り組んでおります。 

①収益基盤の確立と強化 

当社の主要事業である「グラフィックス関連事業」の収益化の具体的な施策として、産業用グラフィックス事業

では、医用及び航空管制向けの市場は堅調に拡大しており、当社独自技術のFVTを搭載した新製品のOEM販売等によ

り安定した販路確保に努めるとともに、アミューズメント事業については、前連結会計年度において事業再編によ

るコスト削減のための縮小を行い、産業用グラフィックス事業に経営資源を集中させることにより、早期黒字化と

収益基盤の確立を図ってまいります。 

また、前連結会計年度において連結子会社化したソアー社の永年様々な顧客要求を通じて確立したハードウェ

ア・ソフトウェア協調設計技術、画像処理技術、ネットワーク関連技術を核に組込機器だけでなくネットワーク化

等システム全体で、顧客のニーズに対応することにより、当社グループの新たな事業領域である「組込ソリューシ

ョン関連事業」の事業拡大と収益化を図ってまいります。 

②コスト削減の徹底 

事務所の縮小、組織体制の見直し等によるグループ全体の販売費及び一般管理費の削減、業務効率の改善に努め

ることでグループ全体のコスト削減を図ってまいります。 

③管理会計の体制強化 

引き続き管理会計の強化と共に予算管理の徹底を図り、予算との乖離が生じた場合には早期の検討が可能な体制

を構築してまいります。 

④新規事業の開拓 

新たな収益源の確保を目的とするため、新規事業の開拓も含めた事業構造の見直しを行い、継続的に収益確保が

可能な事業構造の早期実現化を図ってまいります。  

⑤財務体質の改善 

引き続き資金計画に関する管理を徹底すると共に、新規事業、事業構造の見直しに必要な資金調達について直接

金融・間接金融を問わず検討し、財務体質の改善を図ってまいります。 

以上の施策を着実に実行するとともに、今後も引続き有効と考えられる施策については、積極的に実施してまい

ります。 

しかしながら、これらの施策は実施途中及び展開予定の施策であり、今後の営業活動の状況、環境の変化等によ

って計画通り進捗しない可能性があります。したがって現時点では、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認

められます。    

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 103,967 77,531

受取手形及び売掛金 78,325 54,186

商品及び製品 5,678 3,616

仕掛品 4,098 14,203

関係会社短期貸付金 353,000 353,000

その他 13,597 14,963

流動資産合計 558,667 517,500

固定資産   

有形固定資産 279 250

無形固定資産   

のれん 170,039 160,930

その他 6,853 5,888

無形固定資産合計 176,893 166,819

投資その他の資産   

投資有価証券 48,631 50,792

関係会社株式 12,308 12,308

その他 19,349 19,349

貸倒引当金 △11,939 △11,939

投資その他の資産合計 68,349 70,511

固定資産合計 245,522 237,581

資産合計 804,189 755,081

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,300 －

関係会社短期借入金 － 9,800

未払法人税等 1,005 937

賞与引当金 7,516 1,205

その他 24,236 28,629

流動負債合計 36,059 40,572

固定負債   

退職給付引当金 9,690 8,570

資産除去債務 3,847 3,865

その他 3,020 2,807

固定負債合計 16,558 15,243

負債合計 52,618 55,815
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,247,549 1,247,549

利益剰余金 △488,477 △542,944

自己株式 △185 △185

株主資本合計 758,885 704,419

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △7,314 △5,153

その他の包括利益累計額合計 △7,314 △5,153

純資産合計 751,571 699,266

負債純資産合計 804,189 755,081
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 53,127

売上原価 24,378

売上総利益 28,748

販売費及び一般管理費 87,254

営業損失（△） △58,505

営業外収益  

受取利息 1,005

受取配当金 2,344

その他 1,010

営業外収益合計 4,359

営業外費用  

支払利息 37

その他 0

営業外費用合計 37

経常損失（△） △54,183

税金等調整前四半期純損失（△） △54,183

法人税、住民税及び事業税 282

法人税等合計 282

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △54,466

四半期純損失（△） △54,466
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △54,466

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 2,161

その他の包括利益合計 2,161

四半期包括利益 △52,304

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △52,304

少数株主に係る四半期包括利益 －
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当社グループは、平成14年3月期より前連結会計年度まで継続して当期純損失を計上し、当第１四半期連結累 

計期間においても四半期純損失54,466千円を計上していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよう

な状況が存在しております。 

当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の施策を実行し、収益の改善に取り組んでおります。 

①収益基盤の確立と強化 

当社の主要事業である「グラフィックス関連事業」の収益化の具体的な施策として、産業用グラフィックス事業

では、医用及び航空管制向けの市場は堅調に拡大しており、当社独自技術のFVTを搭載した新製品のOEM販売等によ

り安定した販路確保に努めるとともに、アミューズメント事業については、前連結会計年度において事業再編によ

るコスト削減のための縮小を行い、産業用グラフィックス事業に経営資源を集中させることにより、早期黒字化と

収益基盤の確立を図ってまいります。 

また、前連結会計年度において連結子会社化したソアー社の永年様々な顧客要求を通じて確立したハードウェ

ア・ソフトウェア協調設計技術、画像処理技術、ネットワーク関連技術を核に組込機器だけでなくネットワーク化

等システム全体で、顧客のニーズに対応することにより、当社グループの新たな事業領域である「組込ソリューシ

ョン関連事業」の事業拡大と収益化を図ってまいります。 

②コスト削減の徹底 

事務所の縮小、組織体制の見直し等によるグループ全体の販売費及び一般管理費の削減、業務効率の改善に努め

ることでグループ全体のコスト削減を図ってまいります。 

③管理会計の体制強化 

引き続き管理会計の強化と共に予算管理の徹底を図り、予算との乖離が生じた場合には早期の検討が可能な体制

を構築してまいります。 

④新規事業の開拓 

新たな収益源の確保を目的とするため、新規事業の開拓も含めた事業構造の見直しを行い、継続的に収益確保が

可能な事業構造の早期実現化を図ってまいります。  

⑤財務体質の改善 

引き続き資金計画に関する管理を徹底すると共に、新規事業、事業構造の見直しに必要な資金調達について直接

金融・間接金融を問わず検討し、財務体質の改善を図ってまいります。 

以上の施策を着実に実行するとともに、今後も引続き有効と考えられる施策については、積極的に実施してまい

ります。 

しかしながら、これらの施策は実施途中及び展開予定の施策であり、今後の営業活動の状況、環境の変化等によ

って計画通り進捗しない可能性があります。したがって現時点では、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認

められます。    

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

     

該当事項はありません。   

     

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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当１四半期累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

（注）１．セグメント損益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△42,608千円が含まれておりま

す。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

     

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

グラフィック
ス関連 

組込ソリュ
ーション 
関連 

部材関連 計 

売上高             

外部顧客への売上高  24,696  28,431  －  53,127  －  53,127

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  24,696  28,431  －  53,127  －  53,127

セグメント利益又は損失

（△）  
 14,010  △29,908  －  △15,897  △42,608  △58,505
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